
　

あ
ら
ゆ
る
階
層
・
領
域
で
適
用
可
能
な
国

家
的
・
包
括
的
手
法
は
、
自
然
災
害
の
み
な

ら
ず
、
テ
ロ
や
そ
の
他
の
人
災
も
含
ん
だ
あ

ら
ゆ
る
潜
在
的
イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
お
よ
び
危

機
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
緊
急
事
態
管
理
／
対

応
要
員
の
効
率
性
向
上
に
つ
な
が
る
そ
の
よ

う
な
手
法
が
、
各
種
の
緊
急
事
態
や
イ
ン
シ

デ
ン
ト
対
応
活
動
に
お
け
る
官
民
組
織
の
連

携
・
協
力
を
促
進
す
る
。（
図
表
１
）

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
利
点
は
次
の
５
つ
で
あ
る
。

●
標
準
化
さ
れ
た
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管
理
手
法

で
あ
り
、
拡
張
性
と
柔
軟
性
を
持
つ
。

●
対
応
要
員
同
士
の
協
力
や
相
互
運
用
性
を

強
化
す
る
。

●
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
す
る
包
括
的
な
事
前

準
備
で
あ
る
。

●
行
政
当
局
間
・
組
織
間
の
資
源
連
携
を
効

率
化
す
る
。

●
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
や
得
ら
れ
た
教
訓

が
反
映
さ
れ
る
。

（
２
）概
念
と
原
則

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
「
柔
軟
性
」
と
「
標
準
化
」
と

い
う
二
つ
の
特
徴
を
持
つ
。

①
柔
軟
性

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
構
成
要
素
は
ど
ん
な
状
況
に

も
適
用
可
能
な
柔
軟
性
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ

り
災
害
対
応
に
拡
張
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

②
標
準
化

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
標
準
化
さ
れ
た
組
織
構
造
を

提
供
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
を
採

用
し
た
組
織
間
で
は
協
働
が
促
進
さ
れ
る
。

（
３
）Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
構
成
要
素
の
概
観

　

国
家
全
体
に
ま
た
が
る
緊
急
事
態
管
理
と

イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
の
経
験
を
統
合
す
る
た

め
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
次
の
５
つ
の
重
要
分
野

な
い
し
要
素
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
要
素
は
一
体
と
な
っ
て
包
括
的
な
イ
ン

シ
デ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
。

Ⅰ　

事
前
準
備

Ⅱ　

通
信
情
報
管
理

Ⅲ　

資
源
管
理

Ⅳ　

指
揮
と
管
理

Ⅴ　

継
続
的
維
持
管
理

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
や
緊
急
事
態
を
効
果
的
に

国
の
対
応
方
針
で
あ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
に
基
づ

き
制
定
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
と
Ｎ
Ｒ
Ｆ
は
国

全
体
の
対
応
能
力
向
上
を
目
的
と
し
て
お

り
、
地
域
で
の
指
揮
権
限
は
地
方
政
府
に
あ

る
。

③
事
前
準
備
に
お
け
る
役
割

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
、
緊
急
事
態
管
理
／
イ
ン
シ

デ
ン
ト
対
応
に
積
極
的
役
割
を
果
た
す
官
・

民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
全
階
層
に
適
用
可
能
で
あ
る
。

特
に
重
要
な
役
割
と
責
務
は
次
の
通
り
。

●
連
邦
省
庁
：
Ｈ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
�５
は
全
連
邦
省

庁
に
対
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
を
採
用
し
て
個
々

の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
活

動
に
導
入
し
、
ま
た
州
政
府
以
下
の
各
政

府
を
援
助
す
る
た
め
の
全
行
動
を
支
援
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

●
州
お
よ
び
地
方
政
府
：
州
・
地
方
政
府
の

資
源
や
相
互
扶
助
・
援
助
協
定
は
、
イ
ン

シ
デ
ン
ト
へ
の
対
応
・
管
理
・
連
携
の
第

一
歩
と
な
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
、
対
応
活
動

の
指
揮
・
統
制
・
権
限
は
各
地
域
の
行
政

当
局
が
持
つ
、
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て

い
る
。
Ｈ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
�５
は
、
連
邦
の
事
前

準
備
の
一
助
と
し
て
、
州
・
地
方
組
織
が

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
を
採
用
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。

●
民
間
部
門
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
：
両
者
は
、
共
同
体

が
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
備
え
、
対
処
し
、
復

旧
す
る
の
を
助
け
る
上
で
重
要
な
役
割
を

果
た
す
。
対
応
業
務
に
直
接
従
事
す
る
組

織
は
、
そ
の
対
応
要
員
に
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
訓

練
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
強
く
推
奨
さ
れ

る
。

管
理
す
る
に
は
事
前
準
備
が
不
可
欠
で
あ

る
。
国
家
的
な
事
前
準
備
の
達
成
に
は
、
政

府
・
民
間
部
門
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
全
階
層
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
。

（
１
）概
念
と
原
則

　

事
前
準
備
サ
イ
ク
ル
の
構
成
要
素
５
つ
は

「
計
画
立
案
」「
組
織
化
／
装
備
」「
訓
練
」「
演

習
」「
評
価
・
修
正
行
動
」で
あ
る
。

継
続
的
な
事
前
準
備
は
、
危
機
の
際
の
よ
り

よ
い
連
携
に
つ
な
が
る
。（
図
表
２
）

①
統
一
的
手
法

　

事
前
準
備
は
統
一
的
手
法
で
行
う
必
要
が

あ
る
。そ
れ
に
は
、Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
構
成
要
素

を
組
織
の
緊
急
事
態
／
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応

体
制
に
組
み
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
能
力
レ
ベ
ル

　

組
織
は
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
前
後
お
よ
び

最
中
に
得
ら
れ
る
能
力
レ
ベ
ル
と
資
源
に
つ

い
て
見
通
し
を
持
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
２
）事
前
準
備
の
達
成

　

対
応
要
員
お
よ
び
そ
の
所
属
組
織
は
、
各

自
の
役
割
と
責
務
を
事
前
に
明
確
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
方
針
・
連
携
・
支
援
と
い

っ
た
業
務
に
携
わ
る
者
も
同
様
で
あ
る
。

①
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
と
他
の
準
備
業
務
と
の
関
係

　

Ｈ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
�７
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
特
定
・

優
先
順
位
付
け
・
保
護
」

　

Ｈ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
�８「
国
家
的
事
前
準
備
」

②
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
と
Ｎ
Ｒ
Ｆ
の
関
係

　

Ｎ
Ｒ
Ｆ
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
つ
い
て
の

●
付
録
Ｂ
：Ｉ
Ｃ
Ｓ

●
用
語
集

　

以
下
、
こ
の
章
立
て
に
沿
っ
て
本
文
の
各

項
目
の
概
要
を
説
明
す
る
。
紙
幅
の
都
合
で

項
目
名
の
紹
介
の
み
の
箇
所
も
多
い
こ
と
を

ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
、
生
命
・
財
産
の
喪
失
や
環

境
へ
の
影
響
を
減
ら
す
た
め
に
、
官
・
民
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
部
署
や
組
織
が

一
体
と
な
っ
て
、
原
因
・
規
模
・
場
所
・
複

雑
さ
に
関
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト

に
対
し
て
、
回
避
・
防
御
・
対
処
・
回
復
・

被
害
抑
制
を
す
る
た
め
の
、
体
系
的
か
つ
予

防
的
な
手
法
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ス
ポ
ン

ス
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」（
Ｎ
Ｒ
Ｆ
）と
連
携
し

て
機
能
す
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
が
イ
ン
シ
デ
ン
ト

管
理
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
提
供
す
る
の
に
対

し
、
Ｎ
Ｒ
Ｆ
は
国
家
的
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管
理

方
針
の
組
織
と
仕
組
み
を
提
供
す
る
。

（
１
）導
入

　

同
時
多
発
テ
ロ
と
相
次
ぐ
ハ
リ
ケ
ー
ン
は
、

緊
急
事
態
管
理
と
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
能

力
、そ
し
て
米
国
全
体
の
連
携
プ
ロ
セ
ス
を
改

善
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

前
回
ま
で
二
回
に
亘
り
米
国
の
イ
ン
シ
デ

ン
ト
・
コ
マ
ン
ド
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
を

取
り
上
げ
た
が
、
今
回
は
そ
の
上
位
概
念
に

あ
た
る「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
」（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）を
紹

介
す
る
。

　

２
０
０
１
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
の
あ
と
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
２
０
０
３
年
に
国
土
安

全
保
障
令
第
５
号
（
Ｈ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
─
５
）「
国
内

の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
管
理
」
を
発
出
し
、
国

土
安
全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
長
官
に
Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ｓ
の
制
定
と
管
理
を
命
じ
た
。
２
０
０
４
年

に
初
版
が
発
行
さ
れ
た
後
、
二
度
の
ハ
リ
ケ

ー
ン
の
教
訓
な
ど
を
踏
ま
え
、
２
０
０
８
年

に
改
定
が
行
わ
れ
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
よ
う
な
内

容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

●
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
と
は
な
に
か
／
序
文

●
導
入
お
よ
び
概
観

●
構
成
要
素
Ⅰ
：
事
前
準
備

●
構
成
要
素
Ⅱ
：
情
報
通
信
管
理

●
構
成
要
素
Ⅲ
：
資
源
管
理

●
構
成
要
素
Ⅳ
：
指
揮
と
管
理

●
構
成
要
素
Ⅴ
：
継
続
的
維
持
管
理

●
付
録
Ａ
：
資
源
の
分
類
例

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
制
定
の
経
緯

1
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
構
成

2

（
Ⅰ
）事
前
準
備

5

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
と
は
な
に
か

3
導
入
お
よ
び
概
観

4

ＮＩＭＳであるもの： ＮＩＭＳではないもの：

インシデント管理の包括的・国家的・組織的な
アプローチであり、インシデントコマンドシステ
ム（ＩＣＳ）、多組織間連携システム、および広
報機能を含む

×単一の対応計画

あらゆる災害に対する、事前準備の概念と原則
のセット

×単なるＩＣＳ、または
組織図

共通運用図および通信情報管理の相互運用性に
ついての必要不可欠な原則

×単一の通信計画

標準化された資源管理手順であり、異なる行政
区や組織の間での連携を可能にするもの

×ある特定の緊急事態管
理／インシデント対応
要員にのみ適用可能

拡張性があり、あらゆるインシデントに適用可能
である（日常レベルから大規模なものまで）

×大規模インシデントの
間のみ使える

継続的維持管理を促進する動的システム ×静的システム

図表1　NIMSの概観

評価する
改善する

計画する

組織する
装備する

演習する

訓練する

図表2　事前準備のサイクル
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（
１
）Ｉ
Ｃ
Ｓ

①
管
理
上
の
特
性

●
共
通
用
語

●
モ
ジ
ュ
ラ
ー
組
織

●
目
標
に
よ
る
管
理

●
イ
ン
シ
デ
ン
ト
活
動
計
画

●
管
理
統
制
可
能
範
囲

●
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
施
設
と
配
置

●
包
括
的
資
源
管
理

●
統
合
通
信

●
指
揮
の
確
立
と
移
譲

●
指
揮
系
統
と
指
揮
の
一
元
性

●
統
一
指
揮

●
説
明
責
任

●
派
遣
／
展
開

●
情
報
管
理

②
イ
ン
シ
デ
ン
ト
指
揮
と
指
揮
ス
タ
ッ
フ

●
イ
ン
シ
デ
ン
ト
指
揮
所

●
指
揮
ス
タ
ッ
フ

●
イ
ン
シ
デ
ン
ト
指
揮
組
織

③
一
般
ス
タ
ッ
フ

●
運
用
部
門

●
計
画
策
定
部
門

●
物
資
調
達
部
門

●
財
務
／
総
務
部
門

●
情
報
／
調
査
機
能

④
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管
理
チ
ー
ム

⑤
イ
ン
シ
デ
ン
ト
複
合
体
：
単
一
Ｉ
Ｃ
Ｓ
組

織
内
で
の
複
数
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
管
理

●
定
義

⑥
地
域
指
揮
所

●
定
義

●
責
務

（
２
）多
組
織
間
連
携
シ
ス
テ
ム（
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）

　

多
機
能
間
連
携
は
、
行
政
府
の
全
階
層
が

よ
り
効
果
的
に
協
働
で
き
る
よ
う
に
す
る
プ

ロ
セ
ス
で
あ
り
、
分
野
・
地
域
・
階
層
を
越

え
て
起
こ
る
。
ま
た
、
他
組
織
の
要
員
が
対

応
活
動
に
関
わ
る
と
き
は
日
常
的
に
起
こ
り

う
る
。

①
定
義

②
シ
ス
テ
ム
の
要
素

●
施
設

●
設
備

●
要
員

●
手
順

③
シ
ス
テ
ム
の
要
素
の
例

①
導
入

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
か
つ
正
確
に
伝
え
る
た
め
の
プ
ロ
セ

ス
・
手
順
・
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ
る
。

　

広
報
機
能
は
行
政
区
や
機
能
別
機
関
を

越
え
て
連
携
し
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
シ
ス
テ
ム
の
定
義
と
要
素

●
広
報
担
当
者

●
合
同
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）

●
合
同
情
報
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
）

●
組
織
的
独
立
性

●
公
衆
お
よ
び
追
加
的
関
係
者
の
た
め
の
情

報
取
得

③
広
報
通
信
計
画

（
４
）指
揮
管
理
要
素
間
の
関
係

（
１
）国
家
統
合
セ
ン
タ
ー（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）

　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
国
家
統
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）

は
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
戦
略
的
方
向
性
・
監
視
・
連

携
を
規
定
す
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
概

念
と
原
則
の
継
続
的
維
持
管
理
と
改
良
を
調

整
す
る
。

　

科
学
技
術
と
深
く
関
わ
り
を
持
ち
、
研
究

開
発
の
成
果
を
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
継
続
的
改
良
改

善
に
結
び
つ
け
る
。

①
概
念
と
原
則

②
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
改
定
手
順

③
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
責
務

●
管
理
運
営
と
法
令
遵
守

●
標
準
規
格
と
資
格
認
定

●
訓
練
と
演
習
の
支
援

●
発
行
管
理

（
２
）支
援
技
術

①
概
念
と
原
則

●
相
互
運
用
性
と
互
換
性

●
技
術
的
支
援

●
技
術
規
格

●
広
範
な
要
求
事
項

●
戦
略
的
な
研
究
開
発
計
画
の
策
定

②
科
学
技
術
に
よ
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管
理

の
支
援

●
運
用
上
の
科
学
的
支
援

●
技
術
標
準
支
援

●
研
究
開
発
支
援

※
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
資
料
セ
ン
タ
ー

（w
w

w
.fem

a.gov/nim
s

）

　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
あ
る
Ｎ

Ｉ
Ｍ
Ｓ
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の

概
念
と
原
則
を
実
践
し
維
持
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
提
供
し

て
い
る
。

●
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
情
報
お
よ
び
関
連
資
料

●
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
構
成
要
素

●
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
実
践
手
引
き

●
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
、
訓
練
お
よ
び
そ
の

他
の
資
料

　

次
回
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｆ
の
中
の
緊
急
支
援
機
能

（Em
ergency Support Function

、
Ｅ

Ｓ
Ｆ
）に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

●
緊
急
事
態
運
用
セ
ン
タ
ー（
Ｅ
Ｏ
Ｃ
）

●
Ｍ
Ａ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

④
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
基
本
機
能

●
状
況
評
価

●
イ
ン
シ
デ
ン
ト
優
先
順
位
決
定

●
重
要
資
源
の
獲
得
と
配
置

●
関
連
す
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管
理
方
針
と
組

織
間
活
動
の
支
援

●
他
の
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｓ
要
素
と
の
連
携

●
公
選
ま
た
は
指
名
さ
れ
た
公
職
者
と
の
連

携
●
要
約
情
報
の
調
整

⑤
Ｍ
Ａ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と
地
域
指
揮
所
の
相
違

（
３
）広
報

④
事
前
準
備
の
要
素

●
計
画
策
定

●
手
順
と
規
則

●
訓
練
と
演
習

●
要
員
の
資
格
認
定

●
機
器
の
認
証

⑤
減
災

　　

緊
急
事
態
管
理
／
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
が

効
果
的
に
行
え
る
か
ど
う
か
は
、
柔
軟
な
通

信
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
対
応
要
員

と
そ
の
組
織
が
共
通
運
用
図
を
共
有
で
き
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

共
通
運
用
図
の
策
定
・
維
持
と
ア
ク
セ
ス

可
能
性
・
相
互
運
用
性
の
確
保
は
、
通
信
情

報
管
理
の
主
要
目
標
で
あ
る
。

（
１
）概
念
と
原
則

　

相
互
運
用
性
、
信
頼
性
、
拡
張
性
、
可
搬

性
と
い
っ
た
重
要
概
念
に
基
づ
き
、
分
野
・

地
域
・
組
織
が
異
な
る
要
員
が
確
実
に
相
互

に
通
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

①
共
通
運
用
図

②
相
互
運
用
性

③
信
頼
性
・
拡
張
性
・
可
搬
性

④
復
元
性
と
冗
長
性

（
２
）管
理
の
特
徴

①
標
準
化
さ
れ
た
通
信
の
種
類

●
戦
略
的
通
信

●
戦
術
的
通
信

●
支
援
通
信

●
資
格
認
定

②
原
則

●
計
画
策
定

●
協
定
の
利
用

●
資
源
の
分
類

●
資
源
の
特
定
と
発
注

●
資
源
の
効
率
的
管
理

（
２
）資
源
の
管
理

①
必
要
資
源
の
特
定

②
発
注
と
取
得

③
動
員

④
追
跡
と
報
告

⑤
回
復
と
撤
収

●
非
消
耗
品

●
消
耗
品

⑥
補
償

⑦
棚
卸

●
資
格
認
定

●
資
源
の
特
定
と
分
類

　

あ
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
お
け
る
資
源
管
理

は
、
明
確
な
始
点
と
終
点
を
持
つ
有
限
の
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
。（
図
表
３
）

　

柔
軟
で
標
準
化
さ
れ
た
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管

理
体
制
は
、
効
果
的
・
効
率
的
な
イ
ン
シ
デ

ン
ト
管
理
お
よ
び
連
携
を
可
能
に
す
る
。
こ

の
体
制
は
次
の
３
要
素
か
ら
な
る
。

●
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）

●
多
組
織
間
連
携
シ
ス
テ
ム（
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）

●
広
報

●
公
共
向
け
通
信

②
方
針
と
計
画
策
定

③
協
定

④
機
器
の
標
準
規
格
と
訓
練

（
３
）組
織
と
運
用

①
イ
ン
シ
デ
ン
ト
情
報

●
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
通
知
・
状
況
・
状
態
報
告

●
分
析
デ
ー
タ

●
地
理
空
間
情
報

②
通
信
の
標
準
規
格
と
形
式

●
無
線
利
用
手
順

●
共
通
用
語
、平
易
な
言
葉（
平
文
）、互
換
性

●
暗
号
化
ま
た
は
戦
術
的
言
葉

●
合
同
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）と
合
同
情

報
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
ウ
ェ
ブ
手
順

●
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

（
１
）概
念
と
原
則

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
、
分
類
・
棚
卸
・
組
織
化
・

追
跡
と
い
う
標
準
的
資
源
管
理
の
実
践
を
規

定
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
政
区
を
越
え
て

重
要
資
源
を
効
率
的
に
共
有
・
統
合
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

①
概
念

●
一
貫
性

●
標
準
化

●
連
携

●
利
用

●
情
報
管
理

（
Ⅱ
）通
信
情
報
管
理

6

（
Ⅲ
）資
源
管
理

7

（
Ⅳ
）指
揮
と
管
理

8
（
Ⅴ
）継
続
的
維
持
管
理

9

必要資源の
特定

発注と取得

動員

追跡と報告

回復／撤収
●消耗品　
●非消耗品

補償

棚卸

インシデント

資源管理の準備活動
●資源分類
●資格認定

図表3　インシデントの際の資源管理
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